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1
令和元年東日本台風



気象庁HPより

気象庁HPより

2020.7.14 時点

2019 年 10 月 25日福島民友新聞掲載記事



向後川原団地

被害棟数：3棟

平窪団地

被害棟数：1棟

叶田団地

被害棟数：8棟

鯨岡団地

被害棟数：12棟

出典：いわき市作成、「いわき市浸水区域図（その 1）暫定」より

いわき市浸水範囲とパネ協復旧協力団地一覧

パネ協　福島営業所
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2
復旧　パネ協の取り組み



地場建設会社より
パネル工法での施工依頼

叶田団地にて撮影

11月 8日　鯨岡団地現場調査状況



　部分改修にパネ協が携わった復旧工事をご紹介します。浸水深さによって部分改修工事
と判断された住戸は、浸水深さより 300mm高い位置で表面材のみをはがして解体工事が
行われました。木下地を残したことにより浸水した部分の乾燥や消毒の必要が生じ、その
期間について入居者との意見調整が求められたことと、同じ団地内でも棟、部屋によって
被害状況が異なったため、復旧方法も様々な対応が必要となりました。

　浸水深さによって全面改修と判断された住戸はパネル工法が採用されました。内装はす
べて解体、撤去され躯体だけの状態にされたのちに、パネル工法にて復旧工事が行われま
した。既存の内装仕様にあわせる為に、表面材にラワン合板 4mmを使用した間仕切パネ
ル厚さ 40mmを標準としました。
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後川原団地

各団地の紹介
復旧工事について



鯨岡 1・2・3・4・7号棟　5棟 25戸　全面改修（パネル工法）

鯨岡 5・6・8・9・10・11・12号棟　7棟 32戸　部分改修（在来工法） 造作大工延べ    189 人工

造作大工延べ　343 人工



叶田団地　1・2・3・4・5・6・7・8号棟　8棟 56戸　部分改修（在来工法）
　（1～ 6号棟：部分改修 44戸　7～ 8号棟：床のみ改修 12戸） 造作大工延べ　150 人工



団地名称：市営平窪団地
所在地　：福島県いわき市平下平窪粥餅川原
改修戸数：10戸
改修種別：部分改修（計 10戸）

造作大工延べ　126 人工平窪団地　1棟 10戸　部分改修（在来工法）



4 号棟

3号棟 2号棟 1号棟

団地名称：市営向後川原団地
所在地　：福島県いわき市平中平窪新町
改修戸数：3戸（身障者タイプ）
改修種別：部分改修（計 3戸）

向後川原団地　1・2・3棟　3棟 3戸　部分改修（在来工法） 造作大工延べ　33人工



（注）

12 8 1 3 24

32 56 10 3 101

25 0 0 0 25

57 56 10 3 126
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パネル工法のメリット
　

　



復旧工事の参考価格
（電気・設備工事は除く）

　今回の水害復興工事について、被害のあった団地は、川からの距離立地条件によって、棟、住戸ごとに浸
水深さなどの被害状況が多種多様であり、復旧にかかりました工事価格については、大まかな目安としてご
参考にしていただければと思います。

　これらの参考価格資料作成にあたりましては、地元元請け会社様（堀江工業㈱・山木工業㈱・㈱加地和組）
に御協力を頂きまして掲載しております。

※1　解体・消毒は、他に泥除去・保管・洗浄・清掃を含んでおります。
※ 2　内装復旧は、床工事（下地・タタミ・クッションフロア・フローリング）、壁工事（パネル・在来軸組・造作材）、天井工事（下地・
仕上）、押入・物入・内装造作工事、住設工事（流し台・キッチンパネル・洗面化粧台）、建具工事（木製建具・フスマ）、内装仕上工事（ク
ロス・塗装）を含んでおります。なお原則的にユニットバス・トイレ便器、防水パン、キッチン吊戸棚については、洗浄・消毒対応にて
再利用しております。また団地毎に工事範囲が異なる為、区分詳細は省略させて頂きます。

終わりに

日本住宅パネル工業協同組合　
福島営業所　所長　長谷川　善文
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